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主論文 

Morphologic analysis of nonosseous talocalcaneal coalitions using 3D reconstruction 

 

3 次元再構成を用いた非骨性距踵骨癒合症の形態学的分析 

 

 Azusa Yoneda, Yasuhito Tanaka, Hiromasa Fujii, Shinji Isomoto, Kazuya Sugimoto 
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論文審査の要旨 

 

距踵骨癒合症に対する癒合部切除術について、癒合範囲が広いと成績が下がる報告があ

り、切除術の適応基準となっている。これらは臨床成績から得られた基準であり、対象

の大部分を骨性癒合が占める。本研究は非骨性距踵骨癒合症の形態学的評価を目的に、

距踵骨癒合症は踵骨関節面の面積が正常例より大きいという仮説に基づき分析された。

癒合症群 20 例（対象群 20 例）の CT 画像から距骨と踵骨の３D モデルを再構成し、踵

骨の後距踵関節面の面積（SPF）、踵骨の距踵関節全体の面積(SWJ)、踵骨の癒合部の面

積(SCS)を計測した。SPF と SWJ は対照群に比べて癒合症群で有意に大きく、癒合症群

の（SWJ-SCS）の値と、対照群の SWJ の値に有意差は認めないことから、非骨性距踵骨

癒合症の踵骨関節面の面積は正常例より大きいことが初めて示された。癒合部切除後の

踵骨関節面面積は、正常足の踵骨関節面面積と同等であったことから、行っている癒合

部切除術の正当性が示されたは、本研究が大変価値のある研究であると考える。公聴会

での質疑では、距踵骨癒合症の実臨床での診断と治療、今後の術前評価などを踏まえた

臨床的応用の側面、完全型癒合と不完全型癒合の発生や病態の違いについて質問がなさ

れたが、すべて的確な回答が得られた。以上より、主論文の内容と公聴会での発表、お

よび参考論文と合わせて、審査委員すべてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する

研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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